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第２１回日本エイズ学会学術集会（広島）広島県中核拠点病院に指定H192007

広島県針刺し後のHIV感染防止体制身障者指定医療機関（担当医）に指定H10 1998

中国四国ブロック拠点病院に指定
派遣カウンセラーの開始
初のエイズ患者対応

H91997

HIV訴訟和解、拠点病院緊急連絡会議
第11回国際エイズ会議（バンクーバー）HARRT

非加熱製剤使用病院の調査と公表
HIV感染者用病床の改築（東６病棟）

H81996

広島県エイズ治療拠点病院に指定
臨床心理士の配置

H71995

第10回国際エイズ会議（横浜）
HIV、HCV針刺し事故労災の通知（広島県）

第1回HIV委員会（院内）
H61994

HIV検査に同意必要（厚生省）
エイズ日曜検査（広島県）

広島県地対協HIV委員会に参加
H51993

エイズ診療体制（厚生省）エイズ診療病院視察H21990

エイズ予防法S641989

初の日本人血友病エイズ患者死亡S581983

エイズ症例の世界初報告（MMWR)S561981

濃縮非加熱血液製剤を承認（厚生省）S511976

日本・世界県立広島病院年年

県立広島病院のエイズ年表
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県立広島病院のエイズ診療

診療経験：患者 16名（男性 16名）

初診時年齢：10歳代（１名）、20歳（５）、30歳（４）、40歳（４）、50歳（２）

血友病（6名）、STD（異性 5名、同性 5名）

外来13名、入院 ８名、死亡 ３名（剖検 ２名）

診療経験がある診療科：内科、小児科、脳外科、整形外科、リハビリ科、

外科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科、神経内科、総合診療科、

救命集中治療科、緩和ケア科

（入院：東６病棟、南２、西５、西７、救命センター、緩和センター）

針刺し事故：HIV陽性血液 1名、疑い血液 1名（いずれも予防内服）

2007.8
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県立広島病院のエイズ診療

＊すべて転院
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カリニ肺炎＊1難治性肺炎

PML＊1筋力低下

PML＊1視力低下

胃・食道カンジダ症1胃カンジダ

PGL１リンパ節腫大

アメーバ赤痢1血便

梅毒1髄膜炎

キャリア３STD検査

悪性リンパ腫＊１非加熱製剤

C型肝炎４非加熱製剤

診断（HIV感染併発症）例数検査のきっかけ

HIV検査のきっかけ

＊死亡例

2007.8



Hiroshima Prefectural Hospital

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

0 200 400 600 800

CD4

HIV-
RNA

最近のHIV感染者 初診時の CD4、HIV-RNA

2007.8



Hiroshima Prefectural Hospital

市内（11名） 市外（４名） 県外（１名）

県外（３名）市内（４名）

２ ２ ２ １

７名 ３名

HIV感染者 紹介と逆紹介

逆紹介

紹介
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エイズ医療提供体制の再構築 （2007年4月）

ブロック拠点病院

中核拠点病院

拠 点 病 院

連携 連携
○ 拠点病院との連携及
び自治体間のエイズ対策
向上を図るための推進協
議会を設置
○ 原則として、各都道府県
に１つ設置
○ 各都道府県の高度なＨ
ＩＶ診療（専門外来、入院、
カウンセラー、全科対応)を
行う。
○ 拠点病院に対する研
修事業の受託

○ 医療情報の提供

主な機能
○ 各ブロックの代表的な
病院（各ブロックに１つもし
くは複数設置）

○ 高度なHIV診療（専門外
来、入院、カウンセラー、全
科対応）の提供
○ ブロック内の拠点病院等
医療従事者に対する研修

○ 医療機関及び患者感染
者からの診療相談への対応
等の情報提供

主な機能

主な機能

○

目 的

○ 中核拠点病院を中心と
したHIV医療体制の再構築

○ 拠点病院に対する中核
拠点病院による集中的支援

あり方

○

目 的
各ブロック内のエイズ医
療の水潤の向上及び地域
格差の是正に努める。

○ 地域内の医療従事者
に対する教育及び歯科診
療との連携

○ 情報の収集、他の医療
機関への情報提供

エイズに関する総合的
かつ高度な医療の提供

○ 総合的なエイズ診療
の実施

全国 ８ブロック ４７ 都 道 府 県

ＡＣＣ （ 国際医療センター エイズ治療・研究開発センター ）

○ ブロック拠点病院間で機
能格差が生じている。

課 題 ○ 拠点病院に格差が生じ
ており、拠点病院間の連携
が不十分

課 題

中 核 拠 点 病 院
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HIV部会

会議（毎月1回）

エイズ情報（伝達講習を含む）

症例検討

エイズ診療体制の検討

マニュアル作成

院内講演会（年2回）

教育

＋ エイズ対策室（予定）

（中核病院としての機能強化）

感染症対策委員会
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診療体制：（担当責任者）

医師：内科（桑原、土井、竹内）、小児科（坂野）

看護師：（瀬田、磯亀、山下）

薬剤師：（松浦）

MSW（平岡）、カウンセリング（高林）、検査技師（泉）

検 査：各診療科で実施、一部補助検査（県）はMSWに相談

教 育：HIV部会、エイズ対策室（予定）

県立広島病院のエイズ診療支援体制
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県立広島病院
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県立広島病院 緩和病棟への入院

対象：次の条件に該当するもの （緩和ケア科運営要綱より）

１）原則として悪性腫瘍の患者で、症状緩和が必要と認められるもの

２）患者または家族が緩和ケアを理解し、緩和ケアを希望している。

３）患者および家族が病名および病状を理解していることが望ましい。

４）治療を目的とした積極的ながん治療が困難になっている。

入退棟判定委員会
（医師、看護師、MSW )


